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平
成
十
二
年
第

一
回
小
浜
市
議
会
定
例
会
が
二
月
六
日
に

招
集
さ
れ
、

会
期
を
二
十
二
日
ま
で
の
十
七
日
間
と
決
定
し
、

直
ち
に
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

今
定
例
会
に
は
、

専
決
処
分
に
つ
き
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

（平
成
十

一
年
度
小
浜
市

一
般
会
計
補
正
予
算

（第
六
号
と

な
ど
議
案
六
十
七
件

・
諮
問

一
件
が
上
程
さ
れ

ま
し
た
。

期

諾

一 会
謎

義

瑶

犠

上
程
さ
れ
、

提
案
理
由
の
説
明
の
後
、

質
疑
、

採
決
が
行
わ

れ
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

次
に
、

平
成
十
二
年
度
小
浜
市

一
般
会
計
予
算
な
ど
議
案
四

十
八
件
が
上
程
さ
れ
、

提
案
理
由
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

翌
七
日
に
は
、

議
案
に
対
し
て
質
疑
が
行
わ
れ
た
後
、

陳

情
二
件
と
と
も
に
所
管
の
常
任
委
員
会
に
付
託
し
ま
し
た
。

平
成
十
二
年
度
の
一
般
会
計
、

特
別
会
計
、

企
業
会
計
の
そ

れ
ぞ
れ
の
予
算
規
模
は
別
記
の
と
お
り
で
す
。

翌
八
日
か
ら
十
二
日
ま
で
を
休
会
と
し
、

十
三
日

・
十
四

日
の
両
日
、

本
会
議
を
再
開
し
、

十
二
人
の
議
員
が
市
政
各

般
に
わ
た
り

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

全
般
質
問
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
別
記
の
と
お
り
）

翌
十
五
日
か
ら
二
十

一
日
ま
で
を
休
会
と
し
、

そ
の
間
、

各
常
任
委
員
会
を
開
催
し
て
付
託
議
案
の
審
査
を
行
い
ま
し

た
。二

十
二
日
に
本
会
議
を
開
催
し
、

陳
情
三
件
を
継
続
審
査

と
し
た
後
、

各
常
任
委
員
長
か
ら
付
託
議
案
に
つ
い
て
の
審

査
経
過
、

結
果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
質
疑
、

討
論
、

採
決
を
行
い
、　

―ヽ
各
常
在
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ
い

て
原
案
の
と
お
分
可
快
ど
ま
し
た
。

最
後
に
、

人
事
条
件
を
含
む
議
案
四
件
、

諮
問

一
件
が
追

加
上
程
さ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決
ま
た
は
同
意
し
、

平
成
十

二
年
第

一
回
定
例
会
を
閉
会
し
ま
し
た
。
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【2】一 市議会だよ

=:!:

【議
案
】

議
案
第
１
号

議
案
第
２
号

議
案
第
３
号

議
案
第
４
号

議
案
第
５
号

議
案
第
６
号

議
案
第
７
号

議
案
第
８
号

議
案
第
９
号

議
案
第
１０
号

議
案
第
工
号

議
案
第
１２
号

‐議
案
第
１３
号

‐議
案
知
‐４
号

議
案
第
１５
号

議
案
第
１６
号

議
案
第
１７
号

議
案
第
１８
号

議
案
第
１９
号

議
案
第
２０
号

議
案
第
２‐
号

議
案
第
２２
号

議
案
第
２３
号

議
案
第
２４
号

議
案
第
２５
号

議
案
第
２６
号

議
案
第
２７
号

議
案
第
２８
号

議
案
第
２９
号

議
案
第
３０
号

議
案
第
３．
号

議
案
第
３２
号

議
案
第
３３
号

議
案
第
３４
号

議
案
第
３５
号

議
案
第
３６
号

議
案
第
３７
号

専
決
処
分
に
つ
き
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
釜
‐成
■
年
度
小
浜
市
一般
会
計
補
正
予
算
（第
６
号
》

平
成
１１
年
度
小
浜
市
一般
会
計
補
正
予
算
（第
７
号
）

平
成
１１
年
度
小
浜
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（第
２
号
）

平
成
１１
年
度
小
浜
市
加
斗
財
産
区
運
営
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（第
１
号
）

平
成
１１
年
度
小
浜
市
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（第
２
号
）

平
成
１１
年
度
小
浜
市
駐
車
場
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（第
２
号
）

平
成
１１
年
度
小
浜
市
老
人
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（第
２
号
）

平
成
立
年
度
小
浜
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（第
４
号
）

平
成
１１
年
度
小
浜
市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
奮
す
号
）

平
成
１１
年
度
小
浜
市
漁
業
集
落
環
境
整
備
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
奮
官
号
）

平
成
五
年
度
小
浜
市
西
津
東
部
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（第
２
号
）

平
成
１１
年
度
小
浜
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（第
２
号
）

小
浜
市
介
護
保
険
円
滑
導
入
基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

損
害
賠
償
の
和
解
に
つ
い
て

平
成
１２
年
度
小
浜
市
一般
会
計
予
算

平
成
１２
年
度
小
浜
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

平
成
１２
年
度
小
浜
市
加
斗
財
産
区
運
営
事
業
特
別
会
計
予
算

平
成
１２
年
度
小
浜
市
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

平
成
１２
年
度
小
浜
市
駐
車
場
事
業
特
別
会
計
予
算

平
成
１２
年
度
小
浜
市
老
人
医
療
特
別
会
計
予
算

平
成
塑
年
度
小
浜
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

平
成
１２
年
度
小
浜
市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算

平
成
１２
年
度
小
浜
市
漁
業
集
落
環
境
整
備
事
業
特
別
会
計
予
算

平
成
１２
年
度
小
浜
市
西
津
東
部
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
予
算

平
成
１２
年
度
小
浜
市
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

平
成
１２
年
度
小
浜
市
国
民
宿
含
事
業
会
計
予
算

平
成
１２
年
度
小
浜
市
水
道
事
業
会
計
予
算

小
浜
市
行
政
手
続
条
例
の
一部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
公
文
書
公
開
条
例
の
一部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
防
災
会
議
条
例
の
一部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
水
防
協
議
会
条
例
の
一部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
交
通
指
導
員
設
置
条
例
の
一部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
市
税
条
例
の
一部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
手
数
料
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

小
浜
市
社
会
教
育
委
員
設
置
条
例
の
一部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会
条
例
の
一部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
営
体
育
施
設
の
設
置
お
よ
び
管
理
条
例
の
一部
改
正
に
つ
い
て

市

長

原
案
承
認

原
案
可
決

(単位 :千円、%)

14,107,387

1,062,413

26,321,759



【3】 市議会だよリー

○
監
査
委
員
の
選
任
に
同
意

逸

見

壽

一

氏

俗

）

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
同
意

西
　
尾
　
　
寛
　
　
氏

（小
浜
神
田
）

○
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
同
意

政
　
道
　
善
三
郎
　
氏

（板
屋
町
）

6日

フ日

8日～12日

13日～14日

15日～21日

22日

本会議

会期決定、議案(補正予算等)上程

質疑、採決

議案(当初予算・条例等)上程

本会議

議案(当初予算・条例等)質疑

委員会付託(議案・陳情)

体 会

本会議(一般質問)

休 会(委員会審査)

本会議

閉会中の継続審査

常任委員長報告、質疑、討論、採決

議案(条例。人事案件等)上程

採決

議
案
第
３８
号

議
案
第
３９
号

議
案
第
４０
号

議
案
第
狙
号

議
案
第
４２
号

議
案
第
４３
号

議
案
第
拠
号

議
案
第
４５
号

議
案
第
範
号

議
案
第
４７
号

議
案
第
４８
号

議
案
第
４９
号

議
案
第
５０
号

議
案
第
５．
号

議
案
第
５２
号

議
案
第
硝
号

議
案
第
５４
号

議
案
第
５５
号

議
案
第
５６
号

議
案
第
５７
号

議
案
第
硝
号

議
案
第
５９
号

議
案
第
６０
号

議
案
第
６．
号

議
案
第
６２
号

議
案
第
６３
号

議
案
第
６４
号

議
案
第
６５
号

議
案
第
６６
号

議
案
第
６７
号

【諸
間
】

諮
問
第
１
号

【陳
情
】

Ｈ
止
陳
情
第
５
号

Ｈ
止
陳
情
第
１０
号

陳
情
第
１
号

陳
情
第
２
号

小
浜
市
文
化
財
保
護
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

小
浜
市
福
祉
事
務
所
設
置
条
例
の
一部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
等
派
遣
手
数
料
徴
収
条
例
の
一部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
衛
生
管
理
所
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
廃
葉
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
条
例
の
一部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
の
設
置
お
よ
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
漁
港
管
理
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

小
浜
市
漁
業
集
落
排
水
処
理
施
設
の
設
置
お
よ
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
溝
渠
占
用
料
徴
収
条
例
の
一部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
都
市
計
画
審
議
会
条
例
の
一部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
営
住
宅
管
理
条
例
の
一部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
特
別
賃
貸
住
宅
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
下
水
道
条
例
の
一部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
印
鑑
条
例
の
一部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
公
の
施
設
の
管
理
委
託
に
関
す
る
条
例
の
一部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
特
別
会
計
条
例
の
一部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
立
幼
稚
園
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
介
護
保
険
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

小
浜
市
介
護
給
付
費
準
備
基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

小
浜
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
設
置
お
よ
ぴ
管
理
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

小
浜
市
営
公
園
の
設
置
お
よ
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

小
浜
市
衡
易
水
道
設
置
条
例
の
一部
改
正
に
つ
い
て

若
狭
消
防
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

小
浜
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
議
会
会
議
規
則
の
一部
改
正
に
つ
い
て

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

介
護
保
険
制
度
実
施
に
対
す
る
陳
情
書

「じ
ん
肺
り
患
者
の
救
済
と
ト
ン
ネ
ル
じ
ん
肺
根
絶
を
求
め
る
」
陳
情
書

保
育
所
「最
低
基
準
」
職
員
配
置
の
改
善
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
関
す
る
陳
情
書

保
育
所
の
経
営
主
体
に
営
利
法
人
を
参
入
さ
せ
な
い
よ
う
求
め
る
意
見
書
提
出
に
関
す
る
陳
情
書

団

体

市  議

長  員

原
案
同
意

趣
旨
採
択

継
続
審
査



【Z牛】一 市議会だより

3月 定例会の一般質問は、3月 13日 ・14日 の両

日に行われ、池尾議員をはじめ、山本、清水、西

本、中村、石野、水尾、宮崎、池田、杓子、深谷、

岡尾の各議員が市政缶般にわたり質問を行いまし

た。

(質問と答弁の主な要旨は次のとおり)

―殻質問

Aイ ‐ライト

Ｑ

弥

施

郷
飴

糾

梁

し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

夢

・
希

望

・
抱
負
に
つ
い
て
お
尋
ね
す
る
。

Ａ
Ａ

嚇
奪
焼
勅
Ⅵ

禁
伸
Ｘ
い
ｔ
力ヽ だ

か
げ
て
き
た
交
通
網
の
整
備

・
生
活

環
境
の
整
備

・
健
康
福
祉
行
政
の
推

進
を
三
本
の
柱
と
し
て
、

ひ
た
す
ら

一
路
遇
進
し
て
き
た
が
、

お
か
げ
で

そ
れ
ら
の
多
く
は
達
成
な
い
し
実
現

の
め
ど
が
立
ち
、

軌
道
に
の
せ
る
こ

と
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
る
。

小
浜

市
は
若
狭
の
中
核
都
市
と
し
て
、

二

十

一
世
紀
に
向
け
て
進
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。

激
動
す
る
社
会
は
日
々
新
た
な
る
行

政
へ
の
要
望
と
期
待
が
高
ま
り
、

複

雑
多
岐
に
わ
た
る
現
状
の
中
で
本
市

の
将
来
を
思
う
と
き
、

新
た
な
る
視

点
に
立
っ
た
行
政
運
営
が
必
要
で
あ

り
、

二
千
年
を
節
日
と
し
て
、

三
期

十
二
年
、

市
民
の
皆
様
に
支
え
て
い

た
だ
い
た
冥
利
に
感
謝
し
な
が
ら
、

小
浜
市
長
の
職
を
退
く
こ
と
を
決
意

し
た
。

今
は
残
さ
れ
た
任
期
を
精
魂
を

傾
け
て
市
政
の
発
展
に
輝
身
の
努
力

を
傾
注
い
た
す
所
存
で
あ
る
。
こ
れ

ま
で
お
導
き
い
た
だ
い
た
市
議
会
議

員
の
皆
様
、

ま
た
市
民
の
皆
様
の
心

温
ま
る
ご
支
援
に
重
ね
て
深
く
感
謝

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

今
後
と
も

変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上

げ
る
。Ｑ

稲
艇
幕峨つ市瑚軽勤

ね
す
る
。

Ａ

嘱

註

小睡

軽

鱗

な
ど
広
域
交
通
網
の
整
備
、

二
点
目

は
上
下
水
道
等
の
生
活
環
境
基
盤
の

整
備
、

三
点
目
は
地
域
福
祉
セ
ン
タ

ー
建
設
な
ど
の
保
健

・
医
療

・
福
祉

の
推
進
を
三
本
の
柱
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
ソ
フ
ト
面
と
し
て
小
浜
市
の

観
光
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
、

新
し
い

事
業
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

庁
内
の
取
組
み
に
つ
い
て
は
、

毎
年
、

総
合
計
画
の
四
つ
の
テ
ー
マ

に
基
づ
き
、

三
年
ロ
ー
リ
ン
グ
方
式

で
具
体
的
に
事
業
を
実
施
す
る
た
め

の
振
興
実
施
計
画
を
策
定
し
、

新
年

度
予
算
に
反
映
し
て
い
る
。

次
に
こ

の
施
策
を
行
う
た
め
の
職
員
の
指
導

や
対
応
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
基
本
施
策
に
つ
い
て
の
職
員
の

意
識
を
高
め
る
こ
と
が
何
よ
り
大
切

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

今
後
と
も

行
政
改
革
の
推
進
や
経
常
経
費
の
節

減
な
ど
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

知
恵
を

出
し
合
い
、

積
極
的
な
事
業
の
推
進

の
た
め
に
適
切
な
指
示
を
行

っ
て
い

〔
】

恥
媛
切

醐
藤
徳
卿
穂
的
端
弟

経
済
の
低
迷
が
日
常
生
活
に
さ
ま
ざ

ま
な
影
を
落
と
し
て
い
る
中
、

今
後

の
観
光

・
商
工
業
振
興
に
対
す
る
考

え
を
お
尋
ね
す
る
。

Ａ
〔

鵜
”
鵬
酸
朝
対

姫
蛸
麟
卵
距

出
に
よ
る
商
工
業
の
低
迷
は
地
元
経

済
は
も
と
よ
り
、

雇
用
面
に
お
い
て

も
先
の
見
え
な
い
大
き
な
不
安
を
抱

え
、

痛
切
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。

商
工
業

・
観
光
の
振
興
策
に
つ

い
て
は
、

短
期
的
な
活
性
化
策
と
な

る
と
難
し
い
も
の
が
あ
る
が
、

火
急

的
な
施
策
と
し
て
は
年
々
減
少
傾
向

に
あ
る
観
光
客
を
少
し
で
も
取
り
戻

す
た
め
、

観
光
客
誘
致
事
業
に
力
を

注
い
で
ま
い
り
た
い
。

関
西
方
面
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
情
報
収
集
を
行

い
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
各
種
の
イ

ベ
ン
ト
を
通
じ
て
小
浜
市
の
特
性
を

Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

交
流
人
口
を
増
や

す
こ
と
が
商
店
街
を
は
じ
め
と
す
る

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

一
つ
の

方
策
と
考
え
、

中

・
長
期
的
な
意
味

合
い
か
ら
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
。
ま
た
地
元
企
業
の
振

皿
↑
活
性
化
に
と
っ
て
今

一
番
必
要

な
こ
と
は
、

消
費
者

・
商
工
業
者

・

行
政
等
が
日
々
の
生
活
の
中
で
そ
れ

ぞ
れ
今
何
を
な
す
べ
き
か
を
考
え
る

こ
と
で
あ
る
。

そ
う
い
っ
た
意
味
で
、

今
以
上
に
商
工
会
議
所
を
は
じ
め
と

す
る
関
係
機
関
と
の
運
携
を
強
化

し
、

各
種
の
取
組
み
を
推
進
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
】

柳
嚇
傍
鵬
却
佃
純
勤
重 っ
原
剣

つ
、

学
校
教
育

・
社
会
教
育

・
家
庭

教
育
の
あ
り
方
お
よ
び
そ
の
基
本
理

念
に
つ
い
て
お
尋
ね
す
る
。

Ａ
Ａ

押
靭
射
蜘
昨
難
づ ヵ、
毎
獅
辞
騨

実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

こ
の
中
で
生
き
る
力
の
育
成
を
推
進

す
る
こ
と
が
大
き
な
ね
ら
い
と
な
っ

て
い
る
。

本
市
に
お
い
て
も
学
校
教

育
方
針
の
三
本
柱
を
実
現
す
る
中

で
、

学
級
づ
く
り
の
充
実
、

豊
か
な

心
の
醸
成
、

み
ず
か
ら
学
び

・
み
ず

か
ら
考
え
る
力
の
育
成
、

コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
等
に
よ
る
情
報
教
育
の
推

進
、

国
際
的
な
広
い
視
野
を
備
え
た

人
材
の
育
成
、

生
涯
体
育
の
推
進
な


